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１．Windows のインストールメディア（ISOファイル）の作成 

(1) Windows 11 の場合 

①Windows 11 用のISOファイルの作成ツールをダウンロードするため、下記のMicrosoft

社のサイトに接続します。 

  https://www.microsoft.com/ja-jp/software-download/windows11 

※ 下記②～⑨の対応前に、上記サイトの下記赤枠の「作業を開始する準備」をクリッ

クして、記載内容をご確認ください。 

 

 

 ②「Windows 11 のインストール メディアを作成する」の下に位置する「今すぐダウンロ

ード」をクリックし、デスクトップなど任意の場所に「mediacreationtool.exe」をダ

ウンロードします。 

   

https://www.microsoft.com/ja-jp/software-download/windows11
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 ③「mediacreationtool.exe」を右クリックし、「管理者として実行」で実行します。 

 

 

④「ライセンス条項」に同意します。 

 

 

 ⑤言語「日本語」、エディション「Windows11」のまま、「次へ」ボタンを 

クリックします。 
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 ⑥使用するメディア「ISOファイル」を選択して「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

 ⑦ISOファイルの保存先を選択し、「保存」ボタンをクリックします。 

※ ISOファイルの保存先は任意ですが、十分な空きのあるドライブ(最低 8GB 以上)に

保存してください。 

 

 

⑧「Windows 11 セットアップ」画面が表示されます。この画面に「ISOファイルをDVDに

コピーしてください」と表示されるまでお待ちください。表示後は、「完了」ボタンを

クリックして画面を閉じ、上記⑦で選択した保存先に「Windows.iso」ファイルが作成

されていることを確認します。 
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(2) Windows 10 の場合 

①Windows 10 用のISOファイルの作成ツールをダウンロードするため、下記のMicrosoft

社のサイトに接続します。 

  https://www.microsoft.com/ja-jp/software-download/windows10 

※ 下記②～⑨の対応前に、上記サイトの下記赤枠の「このツールを使用して、別のＰ

Ｃに Windows10…を作成する（クリックして、詳細情報の表示と非表示を切替えま

す）」をクリックして、詳細情報をご参照ください。 

 
 

②「Windows 10 のインストール メディアを作成する」の下に位置する 

「今すぐダウンロード」をクリックし、デスクトップなど任意の場所に 

「MediaCreationTool_22H2.exe」をダウンロードします。 

 

 

③「MediaCreationTool_22H2.exe」を右クリックし、「管理者として実行」で実行します。 

 

https://www.microsoft.com/ja-jp/software-download/windows10
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④「ライセンス条項」に同意します。 

 
 

⑤「別のPCのインストールメディアを作成する(USB フラッシュドライブ、DVD、 

またはISOファイル）」にチェックを付けて「次へ」ボタンをクリックします。 
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⑥言語「日本語」、エディション「Windows10」、アーキテクチャ「ご利用のＰＣの 

ビット」のまま、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

⑦使用するメディア「ISOファイル」を選択して「次へ」ボタンをクリックします。 
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⑧ISOファイルの保存先を選択し、「保存」ボタンをクリックします。ISOファイルの保存

先は任意ですが、十分な空きのあるドライブ(最低 8GB 以上)に保存してください。 

 

 

⑨「Windows 10 セットアップ」画面が表示されます。この画面に「ISOファイルをDVDに

コピーしてください」と表示されるまでお待ちください。 

 

表示後は、「完了」ボタンをクリックして画面を閉じ、上記⑧で選択した保存先に

「Windows.iso」ファイルが作成されていることを確認します。 
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２．「.NET Framework 3.5」の有効化 

(1) 上記１で作成したISOファイルを右クリックして「マウント」を選択します。 

※「マウント」が表示されない場合、「プログラムから開く」をクリックし、「エクスプロ

ーラー」を選択します。 

 

(2) マウントされた ISOファイルがどの仮想ドライブに割り当てられたか確認します。 

 （下記例では、Gドライブ） 

 

 

(3) 検索窓に「コマンドプロンプト」と入力し、検索結果の「コマンドプロンプト」(アプ

リ)を右クリックし、「管理者として実行」で実行します。 
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(4) コマンドプロンプトで「gpedit.msc」と入力しエンターキーを押します（「」は入力不

要です）。 

 
 

(5) 「ローカルグループポリシーエディター」画面が開いたら下記を選択します。 

コンピュータの構成＞管理用テンプレート＞システム＞「オプションコンポーネントの

インストールおよびコンポーネントの修復のための設定を指定する」をダブルクリック 

します。 

 

 

(6)［有効］にチェック後、［代替ソースのファイルパス］に、上記２．(2)で確認した ISO

ファイルのパス($:\sources\sxs)を入力し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 ※ 上記２．(2)の例では「G:\sources\sxs」となります。 
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(7) コマンドプロンプトで「gpupdate /force」を入力しエンターキーを押下します（「」

は入力不要です）。 

  ※ gpupdateの後には、半角空白が入ります。 

 

正常に完了した旨のメッセージが表示されたら、画面右上の「×」ボタンよりコマンド

プロンプトを閉じます。 

 

(8) 「.NET Framework 3.5」を有効化します。 

①「Windows キー + r」で「ファイル名を指定して実行」画面を表示します。 

※ Windows キーは、キーボード左下の Windows の窓マークのキーです。 

 

②名前欄に「OptionalFeatures」と入力し「ＯＫ」ボタンをクリックします（「」は入力

不要です）。 

 

 

③「.NET Framework 3.5(.NET2.0 および 3.0 を含む)」にチェックをつけて「ＯＫ」ボタ

ンをクリックします。 
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④完了後、「インボイス・マネジャースターターキット」を起動し、アクセスコード等の

入力画面が表示されることを確認します。 

1)検索窓に「インボイス・マネジャースターターキット」と入力し、検索結果の「イン

ボイス・マネジャースターターキット」(アプリ)をクリックします。 

 

 

2)スターターキットの画面が表示されることを確認します。次の画面が表示されてい

れば、「.NET Framework 3.5」が有効化されています。 

 

 

(9) 不要となったファイルを削除します。 

①上記(8) ④の確認後は、以下のファイルは不要となるため、削除してください。  

1)上記１．(1) ②でダウンロードした「mediacreationtool.exe」ファイル 

2)上記１．(2) ②でダウンロードした「MediaCreationTool_22H2.exe」ファイル 

3)上記１．(1) ⑧及び上記１．(2) ⑨で作成した「Windows.iso」ファイル 

以上 


